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Ⅰ. 当社の概況及び組織に関する事項 

１. 商号           

 あかつき証券株式会社 (Akatsuki Securities,Inc.) 

 

２. 登録年月日 (登録番号)         

2007年 9月 30日（ 関東財務局長（金商）第 67号 ） 

 

３. 沿革及び経営の組織 

(1) 会社の沿革 

年  月 沿      革 

1918年 10月 
 
 

1948年 10月 
 

1949年 5月 
 

1952年 12月 
 

1967年 6月 
 

1968年  4月 
 
 

1977年  7月 
 
 
 

1998年 12月 
 

2004年  7月 
 
 

2007年  7月 
 
 

2007年  9月 
 

2009年  3月 
 
 

2010年 10月 
 

 
2011年  8月 

 
2011年 10月 

 
2012年  6月 

 
2016年 12月 

10 月 18 日株式会社黒川商店を大阪市東区北久太郎町三丁目 29 番地に
資本金 300万円にて設立する。 
 
証券取引法に基づく証券業者として登録する。 
 
大阪証券取引所の正会員となる。 
 
日米証券株式会社を吸収合併、資本金 2,000万円とする。 
 
商号を黒川証券株式会社に変更する。 
 
改正証券取引法に基づく免許を取得し、自己売買業務、委託売買業務、
売りさばき業務の免許を受ける。 
 
木徳証券株式会社と対等合併し、資本金 2億 200万円となり東京証券取
引所、大阪証券取引所の正会員となり、黒川木徳証券株式会社と商号を
変更する。 
 
改正証券取引法に基づく証券業者として登録する。 
 
洸陽フューチャーズ株式会社に第三者割当増資を行い同社の子会社と
なり、資本金 2,065,995千円とする。 
 
外為 FX 会社である株式会社アイビックジェイピードットコム(旧 イ
ー・フォレックス株式会社)の全株式を取得し、完全子会社とする。 
 
金融商品取引法に基づく第一種金融商品取引業者として登録する。 
 
外為 FX 会社であるイー・フォレックス株式会社(現 株式会社アクワイ
アモバイル)の全株式を譲渡する。 
 
親会社である黒川木徳フィナンシャルホールディングス株式会社(現株
式会社あかつき本社)の完全子会社となる。 
 
商号をあかつき証券株式会社に変更する。 
 
金融商品取引法に基づく第二種金融商品取引業者として登録する。 
 
本社を東京都中央区日本橋小舟町に移転する。 
 
中泉証券株式会社を吸収合併し、磐田支店とする。 
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  (2) 経営の組織 

 

   

 

 ４．株式の保有数の上位 10位までの株主の氏名又は名称並びにその株式の保有数及び総

株主等の議決権に占める当該株式に係る議決権の数の割合 

（2019年 6月 30日現在） 

氏名又は名称 保有株式数(千株) 割合(％) 

株式会社あかつき本社 39,500 100.00 
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 ５．役員の氏名又は名称 

（2019年 6月 30日現在） 

役職名 氏  名 代表権の有無 常勤・非常勤の別 

代表取締役社長 工 藤 英 人 有 常 勤 

専 務 取 締 役 上 市 園  悟  無 常 勤 

常 務 取 締 役 小 澤  清 無 常 勤 

常 務 取 締 役 加 藤 高 志 無 常 勤 

取 締 役 八 代 幹 雄 無 常 勤 

取 締 役 永 嶋 保 宏 無 常 勤 

取 締 役 延 地 郁 智 無 常 勤 

取 締 役 島 根 秀 明 無 常 勤 

監 査 役 横 田 和 史 無 常 勤 

監 査 役 小 西 克 憲 無 非常勤 

監 査 役 横 山 秀 光 無 非常勤 

監 査 役 大久保 暁 彦 無 非常勤 

(注) 監査役 横山秀光氏及び大久保暁彦氏は、会社法第 2条第16号に定める 
社外監査役であります。 

 

   

 ６．政令で定める使用人の氏名 

  (1) 金融商品取引業に関し、法令等を遵守させるための指導に関する業務を統括する

者の氏名 

（2019年 6月 30日現在） 

氏   名 役  職  名 

永嶋 保宏 

取締役執行役員コンプライアンス本部長 

兼コンプライアンス部長 

内部管理統括補助責任者 

 

  (2) 投資助言業務（金融商品取引法（以下「法」という。）第 28条第６項に規定する

投資助言業務をいう。）又は投資運用業（同条第４項に規定する投資運用業をいう。）

に関し、助言又は運用（その指図を含む。）を行う部門を統括する者（金融商品の価

値等（法第２条第８項第 11号ロに規定する金融商品の価値等をいう。）の分析に基

づく投資判断を行う者を含む。）の氏名 

      該当事項はありません。 
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７．業務の種別 

  (1) 第一種金融商品取引業 

（金融商品取引法第 28 条第 1 項第 1 号、同 2 号、同 3 号ロ、同 3 号ハに掲げる行為に係

る業務及び有価証券等管理業務） 

①有価証券の売買（デリバティブ取引に該当するものを除く、以下同じ。）、市場デリバ

ティブ取引又は外国市場デリバティブ取引 

②有価証券の売買、市場デリバティブ取引又は外国市場デリバティブ取引の媒介、取次

ぎ又は代理 

③取引所金融商品市場における有価証券の売買又は市場デリバティブ取引の委託の媒介、

取次ぎ又は代理 

④外国金融商品市場における有価証券の売買又は外国市場デリバティブ取引の委託の媒

介、取次ぎ又は代理 

⑤有価証券の引受け 

⑥有価証券の売出し又は特定投資家向け売付け勧誘等 

⑦有価証券の募集若しくは売出しの取扱い又は私募若しくは特定投資家向け売付け勧誘

等の取扱い 

⑧有価証券取引等又はデリバティブ取引に関して、顧客からの金銭又は証券若しくは証書 

の預託を受け入れること 

     ⑨社債、株式等の振替に関する法律第 2条第 1項に規定する社債等の振替を行うための振

替口座の開設及び振替 

 

(2) 第二種金融商品取引業（金融商品取引法第 28条第 2項） 

 

(3) 投資助言・代理業（金融商品取引法第 2条第 8項） 

 

(4) 金融商品取引業付随業務（金融商品取引法第 35条第 1項） 

①有価証券の貸借業務 

②信用取引に付随する金銭の貸付業務 

③保護預り有価証券担保貸付業務 

④有価証券に関する顧客の代理業務 

⑤受益証券に係る収益金、償還金又は解約金の支払い又は当該有価証券に係る信託

財産に属する有価証券その他資産の交付に係る代理業務 

⑥投資証券等に係る金銭の分配、払戻金若しくは残余財産の分配又は利息若しくは

償還金の支払に係る代理業務 

⑦累積投資契約の締結業務 

⑧有価証券に関連する情報の提供又は助言業務 

⑨他の金融商品取引業者等の業務の代理 

⑩他の事業者の事業の譲渡、合併、会社の分割、株式交換若しくは株式移転に関す
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る相談に応じ、又はこれらに関し仲介を行う業務。 

⑪他の事業者の経営に関する相談に応じる業務。 

⑫譲渡性預金その他金銭債権（有価証券に該当するものを除く。）の売買又はその

媒介、取次ぎ若しくは代理に係る業務 

⑬前各号のほか金融商品取引業に付随する行為 

 

 

 ８．本店その他の営業所又は事務所（外国法人にあっては、本店及び国内における主た

る営業所又は事務所その他の営業所又は事務所）の名称及び所在地 

 （2019年 6月 30日現在） 

名   称 所  在  地 

本 店 

 

平 塚 支 店 

 

武蔵小杉支店  

 

新座志木支店  

 

八日市場支店  

 

成 田 支 店 

 

磐 田 支 店 

 

長 浜 支 店 

 

松 阪 支 店 

 

大 阪 支 店 

 

加 古 川 支 店  

 

赤 穂 支 店 

 

〒103-0024 

東京都中央区日本橋小舟町 8-1 

〒254-0043 

神奈川県平塚市紅谷町 17-1 

〒211-0063 

神奈川県川崎市中原区小杉町 3-1501-1 

〒352-0001 

埼玉県新座市東北 2-34-20 

〒289-2144 

千葉県匝瑳市八日市場イ-327-5 

〒286-0033 

千葉県成田市花崎町 800-6 

〒438-0073 

静岡県磐田市二之宮東 17-1 

〒526-0021 

滋賀県長浜市八幡中山町 464 

〒515-0017 

三重県松阪市京町 508-1 

〒540-0026 

大阪府大阪市中央区内本町 2-4-12 

〒675-0064 

兵庫県加古川市加古川町溝之口 788 

〒678-0239 

兵庫県赤穂市加里屋 59-1 
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９．他に行っている事業の種類 

①金地金の売買及び売買の媒介等の業務 

②保険業法（平成 7年法律第 105号）第 2条第 26項に規定する保険募集 

③自ら所有する不動産の賃貸に係る業務 

④その行う業務に係る顧客に対し他の事業者のあっせん又は紹介を行う業務 

⑤他の事業者の業務に関する広告又は宣伝を行う業務 

⑥信託兼営金融機関が行う遺言執行及び遺産整理に係る契約締結の媒介 

 

 

 10．苦情処理及び紛争解決の体制 

業務の種別 苦情処理措置及び紛争解決措置 

第一種金融商品取引業務 

特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センターと

の間で特定第一種金融商品取引業務に係る手続実施基本契約を

締結する措置 

第二種金融商品取引業務 

金商法第 37条の 7第 1項第 2号ロに規定する苦情処理及び紛争

解決措置として、証券・金融商品あっせん相談センターを利用

する措置 

投資助言・代理業務 

金融商品取引法第 37条の 7第 1項第 3号ロに規定する苦情処理

措置及び紛争解決措置として、日本投資顧問業協会が行う苦情

処理及び紛争処理措置 

 

  

 11．加入する金融商品取引業協会及び対象事業者となる認定投資者保護団体の名称 

  日本証券業協会 

  一般社団法人 金融先物取引業協会 

  特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センター 

  一般社団法人 日本投資顧問業協会 

 

 

 12．会員又は取引参加者となる金融商品取引所の名称又は商号 

  株式会社東京証券取引所 

株式会社大阪取引所 

 

 

 13．加入する投資者保護基金の名称 

  日本投資者保護基金 
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Ⅱ．業務の状況に関する事項 

 

 １．当期の業務の概要 

 当事業年度における世界経済は、米国では減税の効果もあり、高水準の雇用と個

人消費や設備投資を下支えとした安定的な経済成長が続いていましたが、年度末に

向けては減速傾向も出てきました。中国では年央より米中摩擦の激化などを背景に

景況感が悪化し、欧州でも年後半より景気の減速が明らかになりました。 

日本の株式市場は日経平均株価 21,441円でスタートし、米中の貿易摩擦懸念の後

退等の影響により、4 月 18 日には 22,000 円台を突破するなど、緩やかな上昇基調

で推移しました。さらに、国内企業の良好な決算発表や、米国長期金利上昇による

円安傾向が進んだことで、5 月 21 日には 23,050 円まで上昇しました。その後は米

中貿易摩擦の不透明感や新興国通貨の下落などもあり、23,000 円近辺を上値とした

一進一退の値動きとなりました。9 月以降は、米国長期金利上昇による円安の進行

等により、日経平均株価は再び上昇し、10 月２日には 24,448 円の高値を付けまし

たが、その後は米中貿易摩擦による対中国関税引き上げなどが世界経済や企業業績

に与える影響への懸念が高まり、再び下落基調に転じました。さらに、米連邦準備

理事会（ＦＲＢ）議長が金融引き締め継続を示唆したことが嫌気材料となり、12 月

26 日には 18,948円まで下落しました。年が明けて 2019年に入ると、米国での金融

引き締めの終了観測や米中通商交渉の進展期待の高まりなどから、株式市場は再び

上昇傾向を強め、2月中旬には21,000円台を回復し、最終的に日経平均株価は21,205

円で当事業年度を終えております。 

 当社はこのような環境の中、リテール部門においては、国内外のマーケット環境

に即した商品戦略を行い営業展開しました。また、戦略的に拡大推進している金融

商品仲介業者ビジネスについても、預り資産残高の大幅増加に伴う収益基盤の充実

を図ったこと、当事業年度から引受業務を推進し、些少ながら引受シ団に参加する

等、諸施策を行いました。 

その結果、当事業年度の業績は、営業収益は 3,536 百万円（前年度比 9.4％減）、

営業利益は 67 百万円（同 89.4％減）、経常利益は 76 百万円（同 88.5％減）、当期

純利益は 49百万円（同 88.6％減）となりました。 

 当事業年度における業績の内訳は次のとおりです。 
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(1) 受入手数料 

当事業年度の受入手数料は、1,860百万円（前年度比 19.3％減）となりました。 

内訳は以下のとおりです。 

［委託手数料］ 

委託手数料は国内株式売買代金の減少等により、1,336 百万円（同 18.8％減）

となりました。 

［引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の手数料］ 

引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等手数料は、些少ながらも計上し

ました。 

［募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料］ 

募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱い手数料は、債券の販売の

減少等により、268百万円（同 25.4％減）となりました。 

[その他の受入手数料] 

 その他の受入手数料は、投資信託の預り残高の減少等により、251 百万円（同

15.3%減）となりました。 

 

(2)トレーディング損益 

 当事業年度のトレーディング損益は、債券の取扱い増加が主要因となり、1,587

百万円 (前年度比 5.9％増）となりました。 

 

(3)金融収支 

当事業年度の金融収益は 88 百万円(前年度比 10.6％減)、金融費用は 22 百万円

(同 56.9％減)となり、金融収支は 65百万円(同 43.2％増)となりました。 

 

(4)販売費・一般管理費 

     販売費・一般管理費は、取引関係費、事務費の増加等により、3,445百万円（前

年度比 7.2%増）となりました。 
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 ２．業務の状況を示す指標 

  (1) 経営成績等の推移 

（単位：百万円） 

 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期 

資本金 3,067 3,067 3,067 

発行済株式総数 39,500千株 39,500千株 39,500千株 

営業収益 2,928 3,905 3,536 

(受入手数料) 1,799 2,307 1,860 

 ((委託手数料)) 1,287 1,647 1,336 

 ((引受け・売出し・特定投資家向け

売付け勧誘等の手数料)) 
1 2 3 

 ((募集・売出し・特定投資家向け売

付け勧誘等の取扱い手数料)) 
259 360 268 

 ((その他の受入手数料)) 249 297 251 

(トレーディング損益) 1,046 1,498 1,587 

 ((株券等)) 303 899 675 

 ((債券等)) 742 620 888 

 ((その他))  － △21 23 

純営業収益 2,894 3,852 3,513 

経常利益 70 663 76 

当期純利益 24 436 49 

     

 

  (2) 有価証券引受・売買等の状況 

① 株券の売買高の推移 

（単位：百万円） 

 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期 

自 己 15,483 39,023 76,093 

委 託 156,778 230,547 191,650 

計 172,262 269,570 267,744 
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   ② 有価証券の引受け及び売出し並びに特定投資家向け売付け勧誘等並びに有価証

券の募集、売出し及び私募の取扱い並びに特定投資家向け売付け勧誘等の取扱い

の状況 

（単位：千株、百万円） 

区 分 引受高 売出高 

特定投資 

家向け売 

付け勧誘 

等の総額 

募集の 

取扱高 

売出しの

取扱高  

私募の 

取扱高 

特定投資家 

向け売付け 

勧誘等の取

扱高 

2 
0 
1 
7 
年 
3 
月 
期 

株券 127 127 － － － － － 

国債証券 － － － ― － － － 

地方債証券 － － － － － － － 

特殊債券 － － － － － － － 

社債券 － － － 4,000 － － － 

受益証券 － － － 44,545 － － － 

その他 － － － － － － － 

合計 127 127 － 48,545 － － － 

2 
0 
1 
8 
年 
3 
月 
期 

株券 1,226 1,226 － － － － － 

国債証券 － － － 100 － － － 

地方債証券 － － － － － － － 

特殊債券 － － － － － － － 

社債券 － － － 5,000 － 585 － 

受益証券 － － － 60,992 － － － 

その他 － － － － － － － 

合計 1,226 1,226 － 66,092 － 585 － 

2 
0 
1 
9 
年 
3 
月 
期 

株券 504 487 － 2 － － － 

国債証券 － － － 21 － － － 

地方債証券 － － － － － － － 

特殊債券 － － － － － － － 

社債券 － － － 6,000 － 15,648 － 

受益証券 － － － 52,596 － － － 

その他 － － － － － － － 

合計 504 487 － 58,619 － 15,648 － 
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(3) その他業務の状況 

     (単位：百万円) 

期別 

区分 
2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期 

建物の賃貸に係る業務 9 9 9 

顧客に対し他の事業者
のあっせん又は紹介を
行う業務 

11 6 5 

その他の業務 0 0 0 

   

(4) 自己資本規制比率の状況 

（単位：％、百万円） 

 
 

2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期 

自己資本規制比率 
（Ａ／Ｂ×100） 

515.6% 474.9% 426.8% 

固定化されていない 

自己資本(Ａ) 
4,504 4,552 3,980 

リスク相当額(Ｂ) 873 958 932 

 
市場リスク相当額 39 46 28 

取引先リスク相当額 139 120 89 

基礎的リスク相当額 695 791 814 

 

      

 (5) 使用人の総数及び外務員の総数 

（単位：名） 

 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期 

使    用    人 162人 159人 163人 

（うち 外 務 員 ） （159人） （154人） （158人） 
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Ⅲ．財産の状況に関する事項 

 １．経理の状況 

  (1) 貸借対照表 

科 目 
前事業年度 

（2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（2019年 3月 31日） 

（資産の部） 

流動資産 

現金及び預金 

預託金 

トレーディング商品 

商品有価証券等 

信用取引資産 

信用取引貸付金 

信用取引借証券担保金 

立替金 

顧客への立替金 

その他の立替金 

短期差入保証金 

短期貸付金 

前払費用 

未収入金 

未収収益 

繰延税金資産 

流動資産計 

 

 

 

 

 

1,449 

 

5,127 

39 

 

0 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,130 

5,700 

1,449 

 

5,166 

 

 

1 

 

 

270 

3 

43 

5 

94 

58 

 

 

 

 

 

579 

 

2,598 

447 

 

－ 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,613 

5,200 

579 

 

3,045 

 

 

6 

 

 

270 

1 

42 

90 

71 

－ 

14,923 11,920 

   

  

（単位：百万円） 
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科 目 
前事業年度 

（2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（2019年 3月 31日） 

固定資産 

有形固定資産 

建物 

器具備品 

土地 

有形リース資産 

建設仮勘定 

無形固定資産 

ソフトウェア 

 ソフトウェア仮勘定 

電話加入権 

投資その他の資産 

投資有価証券 

出資金 

長期貸付金 

長期差入保証金 

長期前払費用 

繰延税金資産 

その他 

貸倒引当金 

固定資産計 

 

 

112 

15 

120 

4 

1 

 

75 

14 

5 

 

132 

1 

4 

101 

50 

－ 

207 

△206 

 

 

253 

 

 

 

 

 

95 

 

 

 

291 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

102 

21 

120 

－ 

－ 

 

49 

－ 

5 

 

219 

1 

4 

102 

52 

36 

180 

△180 

 

 

243 

 

 

 

 

 

54 

 

 

 

416 

 

 

 

 

 

 

 

 

640 714 

資産合計  15,564  12,635 

 

  

（単位：百万円） 
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科 目 
前事業年度 

（2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（2019年 3月 31日） 

（負債の部） 

流動負債 

トレーディング商品 

商品有価証券等 

約定見返勘定 

信用取引負債 

信用取引借入金 

信用取引貸証券受入金 

有価証券担保借入金 

有価証券貸借取引受入金 

預り金 

顧客からの預り金 

その他の預り金 

受入保証金 

 

 

 

－ 

 

 

1,977 

74 

 

0 

 

4,805 

325 

 

 

 

－ 

 

970 

2,052 

 

 

0 

 

5,130 

 

 

470 

 

 

 

41 

 

 

667 

603 

 

280 

 

4,121 

345 

 

 

 

41 

 

424 

1,270 

 

 

280 

 

4,466 

 

 

332 

短期借入金 

前受収益 

未払金 

未払費用 

未払法人税等 

賞与引当金 

株式給付引当金 

その他流動負債 

 350 

19 

249 

141 

103 

61 

25 

9 

 350 

63 

6 

172 

17 

25 

4 

－ 

流動負債計 

固定負債 

長期借入金 

退職給付引当金 

役員退職慰労引当金 

資産除去債務 

役員株式給付引当金 

その他 

9,583 

 

500 

210 

13 

37 

107 

24 

7,454 

 

－ 

227 

13 

41 

133 

25 

固定負債計 894 441 

 

  

（単位：百万円） 
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科 目 
前事業年度 

（2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（2019年 3月 31日） 

特別法上の準備金 

金融商品取引責任準備金※5 

  

19 

  

21 

特別法上の準備金計 19 21 

負債合計  10,496  7,917 

 

 

 

  

科 目 
前事業年度 

（2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（2019年 3月 31日） 

（純資産の部） 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

資本準備金 

資本剰余金合計 

利益剰余金 

利益準備金 

その他利益剰余金 

 繰越利益剰余金 

利益剰余金合計 

株主資本合計 

評価・換算差額等 

  その他有価証券評価差額金 

評価・換算差額等合計 

 

 

 

 

1,349 

 

 

3,067 

 

 

1,349 

 

 

 

 

651 

5,067 

 

 

 

 

 

1,349 

 

 

3,067 

 

 

1,349 

 

 

 

 

300 

4,717 

 

 

 

－ 

651 

651 

 

 

 

－ 

300 

300 

 

 

 

－ 

 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

－ 

純資産合計  5,067  4,717 

負債・純資産合計  15,564  12,635 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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  (2) 損益計算書 

 

科 目 

前事業年度 

（自 2017年 4月 1日 

  至 2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（自 2018年 4月 1日 

  至 2019年 3月 31日） 

営業収益 

受入手数料 

委託手数料 

引受・売出し・特定投資家向け売付け勧

誘当の手数料 

募集・売出し・特定投資家向け売付け勧

誘当の手数料 

その他の受入手数料 

ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ損益 

金融収益 

 

 

1,647 

2 

 

360 

 

297 

 

 

 

 

 

2,307 

 

 

 

 

 

 

1,498 

99 

 

 

1,336 

3 

 

268 

 

251 

 

 

 

 

 

1,860 

 

 

 

 

 

 

1,587 

88 

営業収益計 

金融費用 

3,905 

53 

3,536 

22 

純営業収益  3,852  3,513 

販売費・一般管理費 

取引関係費 

人件費 

不動産関係費 

事務費 

減価償却費 

租税公課 

その他 

 

630 

1,604 

305 

471 

83 

53 

66 

3,213  

863 

1,632 

312 

448 

84 

40 

63 

3,445 

営業利益又は営業損失  639  67 

営業外収益 

貸倒引当金戻入 

受取利息 

不動産賃貸料 

雑収入  

営業外費用 

支払利息 

雑損失 

 

0 

39 

9 

6 

 

24 

6 

54 

 

 

 

 

30 

 

 

 

－ 

－ 

9 

8 

 

4 

4 

17 

 

 

 

 

8 

 

 

経常利益又は経常損失  663  76 

 

  

（単位：百万円） 
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科 目 

前事業年度 

（自 2017年 4月 1日 

  至 2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（自 2018年 4月 1日 

  至 2019年 3月 31日） 

特別利益 

特別損失 

金融商品取引責任準備金繰入 

その他 

 

 

－ 

0 

－ 

0 

 

 

2 

0 

－ 

2 

税引前当期純利益  663  73 

法人税、住民税及び事業税  257  1 

法人税等調整額  △30  22 

当期純利益  436  49 

 

     

  

（単位：百万円） 
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  (3) 株主資本等変動計算書 

前事業年度（自 2017年 4月 1日 至 2018年 3月 31日） 

 

 

 

当事業年度（自 2018年 4月 1日 至 2019年 3月 31日） 

 

 

     

  

その他利益剰余金

繰越利益

剰余金

期首残高 3,067 1,349 - 1,349 214 214 4,631 4,631

当事業年度中の変動額 - - - - - - - -

　当期純利益 - - - - 436 436 436 436

当事業年度中の変動額合計 - - - - 436 436 436 436

期末残高 3,067 1,349 - 1,349 651 651 5,067 5,067

株主資本

資本金
株主資本

合計

純資産

合計
その他

資本剰余金

利益剰余金

利益剰余金
合計

資本剰余金

資本剰余金
合計

資本準備金

その他利益剰余金

繰越利益

剰余金

期首残高 3,067 1,349 - 1,349 651 651 5,067 5,067

当事業年度中の変動額 - - - - - - - -

　剰余金の配当 - - - - △ 400 △ 400 △ 400 △ 400

　当期純利益 - - - - 49 49 49 49

当事業年度中の変動額合計 - - - - △ 350 △ 350 △ 350 △ 350

期末残高 3,067 1,349 - 1,349 300 300 4,717 4,717

利益剰余金

利益剰余金
合計

資本剰余金

資本剰余金
合計

資本準備金

株主資本

資本金
株主資本

合計

純資産
合計

その他
資本剰余金

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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注記事項 

(貸借対照表関係) 

前事業年度 

（2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（2019年 3月 31日） 

※1 有形固定資産より控除した減価償却累計額 

                639百万円 

※2 担保に供している資産は、別表記載のとおり 

   であります。 

※3 担保等として差入をした有価証券の時価額 

   （トレーディング商品を除く） 

  (1) 信用取引貸証券 

                  79百万円 

  (2) 信用取引借入金の本担保証券 

               2,032百万円 

  (3) 差入保証金代用有価証券 

               1,162百万円 

※4 担保等として差入を受けた有価証券の時価額 

  (1) 信用取引貸付金の本担保証券 

               4,598百万円 

  (2) 信用取引借証券 

                 79百万円 

  (3) 受入証拠金代用有価証券（再担保に供する 

    旨の同意を得たものに限る。） 

                 45百万円 

  (4) 受入保証金代用有価証券（再担保に供する 

    旨の同意を得たものに限る。） 

                5,055百万円                    

※5 特別法上の準備金の計上根拠 

   金融商品取引責任準備金  

   金融商品取引法第 46条の 5及び「金融商品取

引業等に関する内閣府令」第 175条 

※1 有形固定資産より控除した減価償却累計額 

                663百万円 

※2 担保に供している資産は、別表記載のとおり 

   であります。 

※3 担保等として差入をした有価証券の時価額 

   （トレーディング商品を除く） 

  (1) 信用取引貸証券 

                  613百万円 

  (2) 信用取引借入金の本担保証券 

                825百万円 

  (3) 差入保証金代用有価証券 

                 712百万円 

※4 担保等として差入を受けた有価証券の時価額 

  (1) 信用取引貸付金の本担保証券 

               2,327百万円 

  (2) 信用取引借証券 

                 613百万円 

  (3) 受入証拠金代用有価証券（再担保に供する 

    旨の同意を得たものに限る。） 

                 41百万円 

  (4) 受入保証金代用有価証券（再担保に供する 

    旨の同意を得たものに限る。） 

                5,115百万円                    

※5 特別法上の準備金の計上根拠 

   同左 
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(別表) 

担保に供している資産                            (単位：百万円) 

区 分 

担保に供している資産 被担保債務 

投資その他の資産 
計 債務等の種類 期末残高 

投資有価証券 

前事業年度 

平成 30年 3月 31日 
－ － 信用取引借入金 1,977 

当事業年度 

平成 31年 3月 31日 
－ － 信用取引借入金 667 
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(損益計算書関係) 

前事業年度 

（自 2017年 4月 1日 

  至 2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（自 2018年 4月 1日 

  至 2019年 3月 31日） 

※1  トレーディング損益の内訳 

     株券           899百万円 

          債券          620百万円 

     その他        △21百万円 

     計         1,498百万円 

※2 金融収益の内訳 

     信用取引収益        97百万円 

     有価証券貸借取引収益    0百万円 

     受取配当金       －百万円 

     受取債券利子        0百万円 

          受取利息(預金)          －百万円 

     その他の金融収益      1百万円 

     計             99百万円 

※3 金融費用の内訳 

     信用取引費用       39百万円 

     有価証券貸借取引費用   11百万円 

     支払債券利子       －百万円 

支払利息         2百万円 

          その他の金融費用      －百万円 

     計           53百万円 

※4 取引関係費の内訳 

     支払手数料       310百万円 

          取引所・協会費         25百万円 

     通信・運送費       175百万円 

     旅費・交通費          48百万円 

     広告宣伝費             27百万円 

     交際費             42百万円 

     計                630百万円 

      

※1  トレーディング損益の内訳 

     株券           675百万円 

          債券          888百万円 

     その他          23百万円 

     計         1,587百万円 

※2 金融収益の内訳 

     信用取引収益        75百万円 

     有価証券貸借取引収益   10百万円 

     受取配当金       －百万円 

     受取債券利子        1百万円 

          受取利息(預金)          －百万円 

     その他の金融収益      1百万円 

     計             88百万円 

※3 金融費用の内訳 

     信用取引費用       21百万円 

     有価証券貸借取引費用    1百万円 

     支払債券利子        0百万円 

支払利息         0百万円 

          その他の金融費用      －百万円 

     計           22百万円 

※4 取引関係費の内訳 

     支払手数料       552百万円 

          取引所・協会費         23百万円 

     通信・運送費       179百万円 

     旅費・交通費          58百万円 

     広告宣伝費             14百万円 

     交際費             34百万円 

     計                863百万円 

      

 

  



            

 22 

前事業年度 

（自 2017年 4月 1日 

  至 2018年 3月 31日） 

当事業年度 

（自 2018年 4月 1日 

  至 2019年 3月 31日） 

※5 人件費の内訳 

     役員報酬・従業員給料 1,147百万円 

     賞与引当金繰入・    159百万円 

     株式給付費用 

      歩合外務員報酬         26百万円 

          退職給付費用      63百万円 

     福利厚生費        178百万円 

     その他         27百万円 

     計          1,604百万円 

※6 不動産関係費の内訳 

     不動産費         219百万円 

     器具・備品費       85百万円 

     計          305百万円 

※7 事務費の内訳 

     事務委託費      459百万円 

          事務用品費           12百万円 

     計                471百万円 

※8 租税公課の内訳 

     外形標準課税           46百万円 

     固定資産税              3百万円 

     消費税                  1百万円 

     その他                  1百万円 

     計                     53百万円 

※9 その他の内訳 

     営業資料費             28百万円 

     水道光熱費              9百万円 

     自動車燃料費           6百万円 

     その他                 21百万円 

     計                     66百万円 

 

※5 人件費の内訳 

     役員報酬・従業員給料 1,260百万円 

     賞与引当金繰入・     64百万円 

     株式給付費用 

      歩合外務員報酬         21百万円 

          退職給付費用      64百万円 

     福利厚生費        190百万円 

     その他         30百万円 

     計          1,632百万円 

※6 不動産関係費の内訳 

     不動産費         219百万円 

     器具・備品費       93百万円 

     計          312百万円 

※7 事務費の内訳 

     事務委託費      434百万円 

          事務用品費           14百万円 

     計                448百万円 

※8 租税公課の内訳 

     外形標準課税           33百万円 

     固定資産税              3百万円 

     消費税                  1百万円 

     その他                  1百万円 

     計                     40百万円 

※9 その他の内訳 

     営業資料費             27百万円 

     水道光熱費             10百万円 

     自動車燃料費           7百万円 

     その他                 18百万円 

     計                     63百万円 
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(株主資本等変動計算書関係) 

前事業年度（自 2017年 4月 1日  至 2018年 3月 31日） 

(1) 発行済株式に関する事項 

（単位：千株） 

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末 

普通株式(株) 39,500 － － 39,500 

 

(2) 自己株式に関する事項 

     該当事項はありません。 

 

(3) 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

     該当事項はありません。 

 

(4) 配当に関する事項 

    基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 

 

当事業年度（自 2018年 4月 1日  至 2019年 3月 31日） 

(1) 発行済株式に関する事項 

 （単位：千株） 

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末 

普通株式(株) 39,500 － － 39,500 

 

(2) 自己株式に関する事項 

     該当事項はありません。 

 

(3) 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

     該当事項はありません。 

 

(4) 配当に関する事項 

     配当金支払額はありません。 

  

決議 
株式の 

種類 

配当金の

総額 

1株当たり

配当額 
基準日 効力発生日 

2018年 6月 28日 

定時株主総会 
普通株式 400百万円 10円 12銭 

平成 30年   

3月 31日 

平成 30年  

6月 30日 
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 ２．借入金の主要な借入先及び借入金額 

                             （単位：百万円） 

（2018年 3月 31日現在） 

借入先の氏名又は名称 借入金額 

日本証券金融株式会社 他（注 1） 1,977 

株式会社あかつき本社 550 

株式会社みずほ銀行 150 

株式会社りそな銀行 100 

株式会社三井住友銀行 50 

(注 1) 廣田証券株式会社からの借入金 116万円を含めております。 

 

（2019年 3月 31日現在） 

借入先の氏名又は名称 借入金額 

日本証券金融株式会社 667 

株式会社みずほ銀行 100 

株式会社りそな銀行 100 

株式会社三井住友銀行 100 

東京証券信用組合 50 

 

 

 ３．保有する有価証券（トレーディング商品に属するものとして経理された有価証券を

除く。）の取得価額、時価及び評価損益 

 

(1) その他有価証券で時価のあるもの 

     該当事項はありません。 

 

(2) 売却したその他有価証券 

       該当事項はありません。 

 

(3) 時価評価されていないその他有価証券の貸借対照表計上額 

(単位：百万円) 

 前事業年度 

2018年 3月期 

当事業年度 

2019年 3月期 

固定資産   

 投資有価証券(株式) 116 113 

投資有価証券(その他) 16 106 
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 ４．デリバティブ取引（トレーディング商品に属するものとして経理された取引を除く。）

の契約価額、時価及び評価損益 

   該当事項はありません 

 

 ５．財務諸表に関する会計監査人等による監査の有無 

当社は、会社法第 436 条第 2 項第 1 号の規程に基づき、平成 30年 3 月期、平成 31年 3

月期の計算書類について海南監査法人の監査を受けております。 
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Ⅳ．管理の状況 

 １．内部管理の状況の概要 

内部管理部門の組織と主な業務内容                          （2019年 3月 31日現在） 

統括する組織 業務を担当する組織 主な業務分掌 

コンプライアンス 

本部 

・内部管理統括 

・証券関係法令 

コンプライアンス部 ・法令遵守態勢の総括に関する事項 

・顧客管理に関する事項 

・残高照合に関する事項 

・取引報告書、取引残高報告書の送付に関する 

事項 

・口座抹消の処理に関する事項 

・反社会勢力との関係遮断への対応に関する 

事項 

・制裁関係の管理に関する事項 

・主務官庁等に対する届出等に関する事項 

・その他、コンプライアンスに関する一切の事

項 

コンプライアンス部

IFA室 

・仲介業者に対する教育・研修 

・その他金融商品取引業者に対する教育・研修 

・仲介業者、金融商品取引業者に係る法令順守に

関する事項 

・仲介業者、金融商品取引業者に係る法令順守に

係る事務に関する事項 

売買審査部 ・有価証券の売買その他取引等に関する事項 

・役職員の有価証券取引に関する事項 

・内部者取引に関する事項 

・顧客管理(アテンション口座)に関する事項 

・自己及び顧客の売買等に関する事項 

・その他、売買審査に関する一切の事項 

売買審査部 IFA室 ・仲介業者、金融商品取引業者の売買審査に 

関する一切の事項 

法務審査室 ・業務上の法律問題に関する事項 

・契約書等重要文書の審査に関する事項 

・その他、法務に関する一切の事項 
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２．分別管理等の状況 

  (1) 金融商品取引法第 43条の２の規定に基づく分別管理の状況 

① 顧客分別金信託の状況 

                                               （単位：百万円） 

項  目 
2018年 3月 31日 

現在の金額 

2019年 3月 31日 

現在の金額 

直近差替計算基準日の顧
客分別金必要額 

5,238 4,600 

顧客分別金信託額 5,700 5,200 

期末日現在の顧客分別金
必要額 

5,101 4,451 

   

  ② 有価証券の分別管理の状況 

    イ 保護預り等有価証券 

有価証券の種類 
2018年 3月 31日現在 2019年 3月 31日現在 

国内証券 外国証券 国内証券 外国証券 

株券 株数 107,996千株 1,032千株 130,239千株 1,207千株 

債券 額面金額 5,246百万円 19,545百万円 8,217百万円 28,605百万円 

受益証券 口数 51,441百万口 0百万口 40,624百万口 0百万口 

その他 額面金額 － 30百万円 － 27,039百万円 

 

    ロ 受入保証金代用有価証券 

有価証券の種類 
2018年 3月 31日現在 2019年 3月 31日現在 

数    量 数    量 

株券 株数 4,851千株 3,878千株 

債券 額面金額 － － 

受益証券 口数 636百万口 484百万口 

その他 数量 － － 
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    ハ 管理の状況 

  （有価証券の管理方法） 

顧客の有価証券は、法令を遵守して下記のように分別管理しております。 

有価証券の種類 会社の管理形態 

国内の取引所金融商

品市場に上場されて

いる転換社債型新株

予約権付社債券、投

資証券、受益証券及

び出資証券 

① 国内の取引所金融商品市場に上場されている転換社債型新

株予約権付社債券（転換社債券を含む。以下同じ。）、投資証券、

受益証券及び出資証券（以下「国内上場証券」という。）につい

ては、原則として、証券保管振替機構（以下「機構」という。機

構から委託を受けた者を含む。以下同じ。）において、帳簿等に

より当社の固有財産である有価証券その他の顧客有価証券以外

の有価証券（以下「固有有価証券等」という。）と顧客有価証券

とを区分管理し、混蔵して保管しております。顧客有価証券につ

いては、当社の帳簿等により各顧客の持分が直ちに判別できるよ

う管理しております。ただし、顧客の申し出等により機構へ再寄

託しない国内上場証券については、当社において、固有有価証券

等の保管場所と明確に区分し、顧客有価証券についてどの顧客の

有価証券であるかが直ちに判別できる状態で保管しております。 

② 顧客有価証券について、顧客の指示により転換社債型新株予

約権付社債券の新株予約権の行使（転換請求を含む。）のため、

発行会社（株主名簿管理人を含む。以下同じ。）へ提供したもの

については、当該銘柄、数量及び提供先が委任顧客毎に直ちに把

握できるよう当社の帳簿等により適宜管理しております。 

国内上場外国有価証

券 

国内上場外国有価証券については、原則として、機構において、

帳簿等により固有有価証券等と顧客有価証券とを区分し、管理又

は混蔵して保管しております。顧客有価証券については、当社の

帳簿等により各顧客の持分が直ちに判別できるよう管理してお

ります。 

振替法に基づく振替

決済制度において取

り扱う社債、株式等

（※1） 

① 国債については、振替法の規定に基づき、日証金信託銀行に

おいて、固有有価証券等と顧客有価証券の口座を明確に区分し、

顧客有価証券については、当社の振替口座簿により、各顧客の持

分を直ちに判別できる状態で管理しております。 

② 社債、株式等（①に規定する国債を除く。）については、振

替法の規定に基づき、原則として、機構において、固有有価証券

等と顧客有価証券の口座を明確に区分し、顧客有価証券について

は、当社の振替口座簿により、各顧客の持分を直ちに判別できる

状態で管理しております。 
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転換社債型新株予約

権付社債券及び（※

1）に規定する有価証

券以外の国内債券及

び新株予約権証券等 

原則として、当社において、固有有価証券等と顧客有価証券の保

管場所を明確に区分し、顧客有価証券に係る各顧客の持分が当社

の帳簿等により直ちに判別できる状態で保管しております。ただ

し、大券で発行された証券及び株式ミニ投資など、単一券面を自

己と顧客とが共有することとされており、固有有価証券部分と顧

客有価証券部分について明確に保管場所の区分ができないもの

については、当社の帳簿等により、その保管場所を明らかにする

とともに、固有有価証券分と顧客有価証券分とを区分し、顧客有

価証券に係る各顧客の持分が直ちに判別できるよう管理してお

ります。 

投資信託受益証券 

原則として、機構において混蔵して保管しております。この場合

において、固有有価証券等と顧客有価証券の保管場所を明確に区

分させ、顧客有価証券に係る各顧客の持分については、当社の帳

簿等により直ちに判別できるよう管理しております。ただし、単

一券面を自己と顧客とが共有することとなった場合など、固有有

価証券部分と顧客有価証券部分について明確な保管場所の区分

ができないものについては、当社の帳簿等により、その保管場所

を明らかにするとともに、固有有価証券分と顧客有価証券分とを

区分し、顧客有価証券に係る各顧客の持分が直ちに判別できるよ

う管理しております。 

累積投資商品 

累積投資契約に基づき、単一券面を当社と当社の顧客とが共有し

ている株券、債券及び受益証券等は、当社の帳簿等によりその保

管場所等を明らかにし且つ他の有価証券と区分して保管又は管

理しております。この場合において、当社の帳簿等により、固有

有価証券等と顧客有価証券とを区分し、顧客有価証券に係る各顧

客の持分が直ちに判別できるよう管理しております。 

海外の保管機関で保

管又は管理されてい

る有価証券 

海外の保管機関において、別に定める「海外カストディの概要」

のとおり口座区分などの方法により、固有有価証券等と顧客有価

証券とを区分させ、顧客有価証券に係る各顧客の持分は、当社の

帳簿等により直ちに判別できる状態で管理しております。ただ

し、上記のとおり保管機関において顧客有価証券に係る持分が判

別できる状態で保管又は管理させることができない場合には、当

社の帳簿等により、固有有価証券分と顧客有価証券分とを区分

し、顧客有価証券に係る各顧客の持分が直ちに判別できるよう管

理しております。 
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  (2) 金融商品取引法第 43条の 2の 2の規程に基づく区分管理の状況 

該当事項はありません。 

 

(3) 金融商品取引法第 43条の 3の規定に基づく区分管理の状況 

該当事項はありません。 

 

 

Ⅴ. 連結子会社等の状況に関する事項 

１. 企業集団の構成 

当社は持株会社である株式会社あかつき本社の完全子会社であります。 

 

 

２. 子会社等の商号、所在地、資本金の額、事業の内容等 

該当事項はありません。 


